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学校教育目標：「自ら学び自ら考え」「心豊かに実践する」「たくましい生徒」の育成

２学年ではキャリア教育の一環として７月
９日に職業人に学ぶ進路学習会を行いまし
た。４業種、９名の講師を迎え、それぞれの
職業の話を聞きました。生徒からは「好きと

いう気持ちや楽しい気持ちから目標や夢に変わることもあるということがわかりました」「やりたいこと
は一人ではできないから、支えてくれる人には感謝の気持ちを忘れないことが大切だと知りました」「ﾒｲ
ｸｱｯﾌﾟｱｰﾃｨｽﾄになるために根性や勇気、好きな気持ちが一番大切だと教えてもらった。できない理由を考
えないようにしていきたい」「海上保安官のやりがいが漁師の笑顔やマリンスポーツをしている人を見る
ことと聞いて、素敵だなと思いました」「スポーツ選手はたくさんの人に応援され支えられることで練習
や大会ができていると分かりました」「義肢制作士は足をつくるだけでなく、その人の生き方や自信を取
り戻す仕事だと分かった」「いろいろな人の話を聞くこと、良いと思ったことはどんどん取り入れること
が大切だと知りました」「失敗してもそれに負けずに努力しあきらめないことが大切だと知りました」「私
もみんなのために働き、感謝されるような人になりたいと思いました」など様々な感想が寄せられ、自分
のこれからの生き方について考えることができました。

ﾒｲｸｱｯﾌﾟｱｰﾃｨｽﾄ 海上保安官 プロスポーツ（ｻｯｶｰ） 義肢製作士

７月１３日に厚生労働省九州厚生局沖縄麻
薬取締支所調査総務室長の松本靖広さんを講
師に迎え、全生徒を対象に薬物乱用防止教室
を体育館で開催しました。講師から県内の薬
物乱用の状況やその中毒性についての説明が
あり、薬物中毒の怖さを十分に感じる事ができ 松本氏の講話 生徒による断り方の実演
ました。また、本校生徒による薬物使用を誘わ
れた時の断り方の実演も行われ、薬物から身守るためにどうすべきか確認しました。近年、違法薬物使用
の低年齢化が問題となっており、学校では薬物乱用防止について生徒の意識啓発に取り組んでいます。講
話の中で講師から「ＳＮＳで違法薬物と思わせない誘い文句で誘ってくる」「身近な人が薬物乱用の深刻
さを感じさせないように誘ってくる」とのお話しがありました。また、誘われたら「きっぱり断る」「逃
げる」ことが大切とのお話しもありました。ご家庭でも薬物乱用の未然防止について子供達の意識が高ま
るよう注意、指導をお願いします。

お陰様で１学期も無事終了しました。
保護者及び関係者の皆様の本校教育活
動へのご理解とご協力に感謝申し上げ
ます。子供達は多くの大人達に見守ら

れながら、すくすくと成長しています。今後とも本校教育活動へのご協力を
お願い申し上げます。２学期の開始は、８月３１日（月）となります。２学
期もどうぞよろしくお願いいたします。なお、８月２４日（月）と８月２８
日（金）の両日は、３年生の実力テストを実施しますので、３年生の皆さん
は忘れず登校をお願いします。終業式の生徒代表あいさつを掲載します。

３年 新垣 愛妃
私が１学期頑張ってきたことは部活です。県大会をかけた最後の大会では、思うような結果を残すこと

ができず、とても悔しかったです。でも、みんなできつい練習を乗り越えてきた時間は、決して無駄では
無かったと思います。このチームで最後までバスケができてよかったし、一生忘れられない大切な思い出
になりました。２学期は勉強に力を入れ、今より成績を上げられるように頑張ります。また、３年生全体
では、スポレクでどの学級も大きな声で応援して笑い合いながら全力で取り組むことができました。なか
でもドッヂボールはクラスの円陣などで盛り上がり、より絆が深まりました。２学期は、修学旅行で仲間
と協力して最高の思い出をつくり、受験に向けて一人一人が目標を持って、全員で支え合いながら努力し
ていきたいです。悔いなく笑って卒業したいです。

立 志立 志



子供の幸せを願わない親はいません。
「子供の幸せのために家庭でどう取り
組めばいいのか」はすべての親の悩み
です。学校も同じく子供達の幸せな人

生の構築のため、日々の教育活動に取り組んでいます。保護者と学校がお互いの課題を共有し、同じ目標
のもとに、課題の解決に向かうことができればと思います。７月２７日（月）から各学級で三者面談が始
まります。子供の幸せの実現のために、保護者と学校の協力関係を構築していきましょう。
夏休み期間中はお子様が事件や事故に巻き込まれないよう、ご家庭での指導、見守りをお願いします。

学校から、本校区内の区長さんや支部長さん宛てに、夏休み期間中の生徒の見守りの協力について、お願
いをしました。保護者の皆様におかれましては、地域の皆様と協力して生徒の見守り活動へのご協力をお
願いします。また、休み中は子どもの生活リズムが乱れがちになります。生活リズムを整え、２学期の学
校生活に備えるためにも、早寝・早起き、家族の会話、家庭での学習、家庭でのルールづくり（帰宅時間
やスマホの使用等）等について、ご家庭での取組みをお願いいたします。

以下に沖縄県教育委員会が作成した「家庭学習の手引き」より内容の一部を掲載します。

沖縄県教育委員会作成「家庭学習の手引き」より
保護者の皆様へ ～「確かな学力」の土台は、基本的な生活習慣の確立としつけ～
教育の原点は「家庭」にあります。子どもの教育は家庭から始まり、子どもたちは、家族との温かい

関わりや体験を通して多くのことを学び、たくましく成長します。ところが最近、～中略～ 子どもた
ちの様々な課題が指摘され、家庭の学習面でも「学ぶ習慣は身についているのか？」「学習時間は確保
できているのか？」などと、問われています。私たちは、今こそ学校と家庭が一致協力して、子どもた
ちに健康な心身と道徳性を育て、「確かな学力」を身に付けさせなければならないと考えます。
～前略～家庭学習の習慣化を図るには、「早寝早起きをする」「挨拶をする」「家事を分担する」など
の基本的な生活習慣の確立としつけが大切であり、まず家庭で取り組まなければならないと考えていま
す。私たちは、家庭における基本的な生活習慣の確立としつけを土台に、豊かな自然体験や社会体験を
通して、子どもたちに、学ぶことの意味や楽しさ、人と関わることの素晴らしさに気づかせ、自分に自
信と誇りをもってほしいと願っております。

本校では市から提供されている１人１台端末を活用して取り組める学習用教材（講義動画や確認テスト）
を導入しています。ご家庭でも使用できますので、家庭学習にぜひご活用下さい。また、自己管理能力を
高めるために「学校生活ノート」の活用に取り組んでいます。お子様の活用状況の確認をお願いします。
子どもの「確かな学力」の定着に向けて、家庭学習の時間の設定など、家庭での約束やルールづくりの取
組みのご協力をお願いします。学校と家庭で協力して子どもたちの幸せな未来を築いていきましょう。

以下に本校が導入している、学習用教材の内容を紹介します。ご家庭での積極的な活用をお願いします。
１人１台端末（タブレット端末）を活用した学習用教材の内容


